
令和６年度 施策評価シート 

施策の 

名称 
Ⅶ－１－(1) 道路網の整備と維持管理 

幹事 

部局 
土木部 

施策の 

目的 

道路の効率的・計画的な整備や維持管理により、県民の安心・安全、快適な日常生活や産業活動

を確保します。 

施策の 

現状に 

対する 

評価 

①（幹線道路網・生活道路の整備） 

  県内の国道・県道の２車線改良率は令和４年４月現在で７０．３％と、全国平均７７．９％を依然と

して下回っているが、令和５年度は、高速道路と市町村中心部間や県内外の都市間をつなぐ骨

格幹線道路の２工区、幹線道路・生活関連道路の２２工区を新たに供用開始した。残っている

狭あいな区間や線形の悪い区間の整備が課題である。 

 

②（道路施設の維持管理） 

  ５年に１回の定期点検が義務づけられている橋梁等については、点検結果に基づく修繕を計画

的に行っており、老朽化対策が確実に進みつつある。一方で、早期に措置を講ずべき橋梁の修

繕率は令和６年３月現在で８０．０％の状況であり、対策完了に向けた予算確保が課題である。 

  令和元年度から４年度までの道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故件数は年間３件以下で推移し

ていたが、令和５年度は同事故が７件発生した。 

今後の 

取組の 

方向性 

①（幹線道路網・生活道路の整備） 

  骨格幹線道路について集中投資を行うとともに、幹線道路・生活関連道路の整備に当たって

は、道路の目的や地域特性に応じて、既存施設の有効活用を基本とする１．５車線的改良をは

じめ様々な整備手法を組み合わせることにより、効率的・効果的に事業を行い、整備の進捗を図

る。 

 ※ １．５車線的改良・・・地域の地形や道路の利用状況等を考慮し、待避所の設置、 

                突角せん除などの改良や１車線・２車線を適度に組み合わせ、 

                早期に通行の安全や一定の走行速度を確保できる道路改良の手法 

 

②（道路施設の維持管理） 

  橋梁等の老朽化対策について、早期の措置が必要と診断された施設の修繕を計画的に進めて

いくための予算確保に努め、修繕の確実な進捗を図る。 

  落石や路面の陥没等、道路上の異常の発生やそれに伴う事故を未然に防ぐため、引き続き、道

路パトロールや舗装の点検・修繕を計画的に行うなど、適切な道路管理を行う。また、道路上の

異常を道路利用者から通報していただく「道と川の相談ダイヤル」や「パトレポしまね」について、

リニューアルしたＰＲチラシ等を活用して、更なる情報発信を行い、利用者の増加を図る。 

 



令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
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施策の主なＫＰＩ

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

備考

施策の名称

ＫＰＩの名称
上段は目標値、下段は実績値 計上

分類
単位

累計値

累計値

累計値

累計値

累計値

単年度値

単年度値

件

％

番
号
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県代行市町村道路整備事業の進捗率
【当該年度３月時点】

早期に措置を講ずべき橋梁の修繕率【当
該年度３月時点】

道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件
数【当該年度４月～３月】

ハートフルしまね（道路）登録団体の活動
率【当該年度３月時点】
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骨格幹線道路の改良率【当該年度３月時
点】

幹線道路・生活関連道路（優先整備区
間）の改良率【当該年度３月時点】

街路整備率【当該年度３月時点】
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誰(何)を対象として どういう状態を目指すのか

1 県代行市町村道路整備事業
市町村中心部から離れた集落に
居住する住民

市町村中心部へのアクセス時間を短縮する。 125,012 197,293 道路維持課

2 道路維持修繕事業 道路利用者 道路を安全で快適に利用できる状態に維持する。 9,127,605 10,472,296 道路維持課

3 道路愛護意識等啓発事務 道路利用者・地域住民 道路を大切に利用する心を育てる。 26,731 27,865 道路維持課

4 骨格幹線道路整備事業 県民・道路利用者
高速道路と市町村中心部間や、県内外の都市間を、安全・
快適に移動できる道路空間の形成

5,874,774 9,018,023 道路建設課

5 幹線道路・生活関連道路整備事業 県民・道路利用者
各地域と生活圏中心都市間や、一定規模以上の集落と骨
格幹線道路・市町村中心部間を、安全・快適に移動できる
道路空間の形成

7,435,451 10,973,243 道路建設課

6 街路整備事業 市街地の街路利用者 街路整備により、都市内移動を安全で快適にする。 1,818,320 2,066,325 都市計画課
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事務事業の一覧

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理施策の名称

事務事業の名称
前年度の
事業費
（千円）

今年度の
事業費
（千円）

所管課名
目的



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

進捗率（事業費ベース）
R2年度までの事業費/全体事業費＝1,688百万円/2,313百万円＝73％
R3年度までの事業費/全体事業費＝1,868百万円/2,313百万円＝81％
R4年度までの事業費/全体事業費＝1,918百万円/2,313百万円＝83％
R5年度までの事業費/全体事業費＝2,076百万円/2,313百万円＝90%

・令和５年度までの事業進捗率は90%で、目標を達成できていない
・引き続き交付金事業の予算確保に努め、事業の着実な進捗を図る

・当道路は山間部での大規模バイパスであり、区間内には長大斜面も点在しているため、事業完了までに時間を要する

－

県代行市町村道路整備事業の進捗率【当該年度３
月時点】

ＫＰＩの名称

3,665

125,012

令和5年度の実績額

単位

％
100.0

－達成率 －

68.0

上位の施策

90.083.081.073.0

97.4 100.0 95.5 96.8 ％

累計値
75.0 81.0 87.0

令和元年度

93.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

市町村中心部へのアクセス時間を短縮する

令和６年度

県代行市町村道路整備事業

令和6年度の当初予算額

5,209

197,293

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

市町村中心部から離れた集落に居住する住民

上位の施策

上位の施策

市町村中心部から離れた集落に居住する住民の皆様の中心部へのアクセス向上を図るため、過疎地域自立促進特別措置法、
山村振興法又は半島振興法に基づき、基幹的な市町村道の新設および改築を道路管理者である市町村に代わって県が行う県
代行事業で整備する。

近傍の残土処理場を確保し、コスト縮減を図る

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・令和３年の大雨により崩壊した長大斜面の対策工法の検討に期間を要している（全体事業費も見直し中）
・交付金事業の予算措置率も年々低下し、計画的な事業執行ができなかった

・引き続き長大斜面の対策工法の検討を行い、適切な工程管理を実施し、事業進捗を図る

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

１．法定点検１巡目（H26～H30）における健全性Ⅲの施設数が多く、相応の対策費用を要する。

２．「パトレポしまね」は運用開始から７年が経過し、大幅な新規登録が見込めない。

１．早期の措置が必要と診断された施設の修繕を計画的に進めていくための予算確保に努め、修繕の確実な進捗を図る。

２．リニューアルした「パトレポしまね」のチラシを活用して、更なる情報発信を行う。

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－

0.0

－

0.0

2

目標値

令和６年度

道路維持修繕事業

令和6年度の当初予算額

4,475,610

10,472,296

道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件数【当該年
度４月～３月】

0.0

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

道路利用者

上位の施策

上位の施策

道路を安全で快適に利用できる状態に保つために、以下の取り組みを継続して実施する。
　・橋梁等の１巡目点検（H26～H30）で健全性Ⅲと診断された施設の修繕
　・道路パトロールにより変状等を早期に発見し、適切な修繕を迅速に実施
　・安全で快適な道路空間を確保するために、除草その他の維持修繕を実施
　・「パトレポしまね」「道と川の相談ダイヤル」の広報を実施

落石や路面の陥没等、道路の異常を道路利用者から通報してもらえるよう「パトレポしまね」や「道と川の相談ダイヤル」の広報を
行った。また、老朽化対策の効率化・コスト縮減を図るため、点検への新技術活用について検討を行い、具体の方針を個別施設
計画に記載した。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

2.0 7.0

76.0

令和元年度

100.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3.0

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

道路を安全で快適に利用できる状態に維持する。

単年度
値

80.070.056.036.0

0.0 0.0
件

0.0 1.0

80.0 91.9 92.2 80.0 ％

累計値
45.0 61.0

3,691,085

9,127,605

令和5年度の実績額

単位

％
100.0

－達成率 －

23.0

上位の施策

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・道路法により、5年に1回の近接目視点検が義務付けられている橋梁等については、点検結果に基づき計画的に修繕工事を
行っている。また、その他の道路施設（舗装、法面構造物）についても、計画的に点検・修繕を行っている。
・道路の安全性に支障をきたす穴ぼこ等の異常を、速やかに発見し対処するために、路線（区間）の交通量に応じて週1～2回の
頻度で道路パトロールを実施している。

１．橋梁等の法定点検施設については、長寿命化修繕計画に基づく定期点検及び修繕の実施により、安全性を向上させた。
　　〔定期点検（R5年度）〕橋梁561橋、トンネル54本、ｼｪｯﾄﾞ･ｼｪﾙﾀｰ4基、門型標識18基
　　〔修繕工事（R5年度）〕橋梁40橋、トンネル13本、ｼｪｯﾄﾞ･ｼｪﾙﾀｰ6基
２．舗装は、R2年7月に策定した舗装修繕計画に基づく修繕を行い、路面の安全性を向上させた。
　　〔修繕工事（R5年度）〕舗装20km
　　〔パトレポしまねのダウンロード数（累計）〕 2,894件（H29運用開始）、4,145件（H30）、4,773件（R1）、5,445件（R2）、5,972件
（R3）、6,597件（R4）、7,052件（R5）

１．道路施設の維持管理費用を縮減するためには、変状が小さいうちに小規模な修繕を行う「予防保全型」の対応が重要である
が、そのためには、早期に措置を講ずべき状態（健全性Ⅲ）の対策を早期に完了させる必要がある。

２．道路パトロール以外の方法で、穴ぼこを早期に発見可能な「パトレポしまね」のダウンロード数は微増傾向である。

－

早期に措置を講ずべき橋梁の修繕率【当該年度３月
時点】

ＫＰＩの名称



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

・構成員の高齢化、新型コロナウイルス感染症による活動自粛などで休眠状態の団体あり。
・制度が広く定着し、飽和状態となっている。

・引き続き広報紙等の媒体を通じ、広く制度の周知を図る。
・優良団体に対する表彰のPRも行い、新規登録や活動継続の一助とする。
・長年にわたって活動実績がない団体を抽出し、継続意思の有無を確認のうえ、必要に応じて登録名簿の整理を行う。

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値

令和６年度

道路愛護意識等啓発事務

令和6年度の当初予算額

0

27,865

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

道路利用者・地域住民

上位の施策

上位の施策

・ハートフルしまね（道路部門）では、道路を安全かつ快適に利用できるよう、清掃や美化等のボランティア活動に意欲を持つ団体
を認定し、協働していく。（保険加入、交付金等）
・道路愛護団体等表彰事務では、道路愛護意識の向上を図るため、道路愛護に貢献のあった個人及び団体を表彰する。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

90.0

令和元年度

90.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
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目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

道路を大切に利用する心を育てる

82.481.982.380.5

89.5 91.5 91.0 91.6 ％

単年度
値

90.0 90.0

0

26,731

令和5年度の実績額

単位

％
90.0

－達成率 －

82.1

上位の施策

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・登録団体数の増加
・登録団体数と実働団体数
　　Ｒ２年度：　６７３団体（対前年比＋７）、うち実働５４２団体（８０．５％）
　　Ｒ３年度：　６７８団体（対前年比＋５）、うち実働５５８団体（８２．３％）
　　Ｒ４年度：　６６８団体（対前年比ー１０）、うち実働５４７団体（８１．９％）
　　Ｒ５年度：　６５９団体（対前年比ー９）、うち実働５４３団体（８２．４％）

・地域コミュニティの維持、企業の社会貢献等に一役買っている。

・登録団体数が減少に転じた。
・活動率は、ほぼ横ばい状態で推移している。

－

ハートフルしまね（道路）登録団体の活動率【当該年
度３月時点】

ＫＰＩの名称



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・県内の国・県道の改良率は、全国平均７７．９％に対し、７０．３％（全国３８番目）と大きく下回っている。（令和４年４月１日現在
の数値）

・令和５年度は、下記工区が供用開始され、安全・快適に移動できる道路空間が新たに形成された。
　国道３７５号　湯抱２工区
　国道４８８号　広瀬工区

・高速道路と市町村中心部間や県内外の都市間をつなぐ〝骨格幹線道路〟の整備が未完了であり、幅員狭小・線形不良区間
がある。

－

骨格幹線道路の改良率【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称

483,674

5,874,774

令和5年度の実績額

単位

％
97.0

－達成率 －

96.0

上位の施策

97.397.197.096.7

100.8 101.1 100.2 100.4 ％

累計値
96.0 96.0 97.0

令和元年度

97.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

高速道路と市町村中心部間や、県内外の都市間を、
安全・快適に移動できる道路空間の形成

令和６年度

骨格幹線道路整備事業

令和6年度の当初予算額

802,884

9,018,023

道路建設課

年 度
計上
分類

担 当 課

県民・道路利用者

上位の施策

上位の施策

高速道路整備によるストック効果を早期に全県に波及させるとともに、災害時や緊急時の輸送路として重要な役割を担う骨格幹
線道路における、幅員狭小・線形不良区間等の未整備区間について、国庫補助事業や交付金事業、県単独の道路整備事業費
を活用して２車線以上に整備する改良事業等を推進する。
令和６年度は骨格幹線道路を３．６㎞供用する予定。

国に対し、必要な道路事業が着実に進められるよう、国庫補助事業や交付金などの予算を十分確保し、必要な事業が多く残さ
れた地方に重点配分されるよう要望を行った。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・道路整備に必要な予算配分が出来るような、財源が確保出来ていない。

・国に対し、地域の実情に応じた予算が配分されるよう、より一層丁寧に状況を説明し、必要な予算が配分されるよう要望してい
く。
・従来の〝幹線道路〟から真に優先整備すべき道路を〝骨格幹線道路〟として選択し、集中投資を行う。（新たな道路整備計
画「島根の『つなぐ道プラン２０２０』」において公表済。）

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・県内の国・県道の改良率は、全国平均７７．９％に対し、７０．３％（全国３８番目）と大きく下回っている。（令和４年４月１日現在
の数値）

・令和５年度は、下記工区が供用開始され、安全・快適に移動できる道路空間が新たに形成された。
　（主）松江鹿島美保関線　惣津工区
　（一）掛谷大東線　中野工区
　（主）田所国府線　有福温泉工区
　（一）西ノ島海士線　倉ノ谷工区
　など、２２工区

・地域の魅力・活力向上や小さな拠点づくり等の地域課題解消に寄与、生活に密着する”幹線道路”、〝生活関連道路〟の整備
が未完了であり、幅員狭小・線形不良区間がある。

－

幹線道路・生活関連道路（優先整備区間）の改良率
【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称

392,924

7,435,451

令和5年度の実績額

単位

％
79.0

－達成率 －

77.0

上位の施策

79.278.978.777.9

101.2 102.3 101.2 100.3 ％

累計値
77.0 77.0 78.0

令和元年度

79.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

各地域と生活圏中心都市間や、一定規模以上の集落
と骨格幹線道路・市町村中心部間を、安全・快適に移
動できる道路空間の形成

令和６年度

幹線道路・生活関連道路整備事業

令和6年度の当初予算額

812,293

10,973,243

道路建設課

年 度
計上
分類

担 当 課

県民・道路利用者

上位の施策

上位の施策

地域の魅力・活力向上や小さな拠点づくりなど地域の課題解決に寄与する道路や、生活に密着する道路における、幅員狭小・線
形不良区間等の未整備区間について、国庫補助事業や交付金事業、県単独の道路整備事業費を活用して２車線改良や１．５
車線的改良による改良事業等を推進する。
令和６年度は幹線道路・生活関連道路（優先整備区間）を６．２㎞供用する予定。

国に対し、必要な道路事業が着実に進められるよう、国庫補助事業や交付金などの予算を十分確保し、必要な事業が多く残さ
れた地方に重点配分されるよう要望を行った。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・道路整備に必要な予算配分が出来るような、財源が確保出来ていない。

・国に対し、地域の実情に応じた予算が配分されるよう、より一層丁寧に状況を説明し、必要な予算が配分されるよう要望してい
く。
・道路の目的や地域特性に応じ、既存施設の有効活用を基本に、１．５車線的改良をはじめ様々な整備手法を組み合わせること
により、効率的・効果的な道路整備に取り組む。

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和6年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和5年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・Ｒ５街路整備率実績=74.6%（幹線街路延長：407.6km、整備済延長：303.9km)
・元町人麿線の橋梁上部工や神門通り線（2工区）の宇迦橋架替工事（下部工）など整備促進を図った。
・松江熊野線の鍛冶橋工区の橋梁下部工に着手した。

・これまでの取り組みにより幹線街路の都市計画決定延長の７割が改良済みとなったことで、より多くの人々が安全で快適な都市
内移動を享受できるようになった。

・工事に必要な用地の確保が円滑に進まない（新大橋等）。

－

街路整備率【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称

164,801

1,818,320

令和5年度の実績額

単位

％
75.1

－達成率 －

74.5

上位の施策

74.674.674.674.5

99.9 100.0 99.9 99.8 ％

累計値
74.6 74.6 74.7

令和元年度

74.8

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

街路整備により、都市内移動を安全で快適にする。

令和６年度

街路整備事業

令和6年度の当初予算額

176,793

2,066,325

都市計画課

年 度
計上
分類

担 当 課

市街地の街路利用者

上位の施策

上位の施策

・市街地の交通円滑化や地域間交流に資する、都市の骨格となる街路整備を進める。
・安全で安心な歩行空間の確保のため、歩道整備を進める。
・中心市街地の活性化に取り組む市町のまちづくりと連携した街路整備を進める。
・歴史文化などの地域資源を生かした魅力あるまちづくりに資する街路整備を進める。

・事業の早い段階から住民や関係者との連携・調整をおこない、事業の効率的な進捗を目指す。
・丁寧な説明により事業の理解を求めるとともに必要に応じ土地収用制度を活用する。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・市街地の工事であるため、利害関係者が多く、多様な意見があるため、個々の調整に時間を要している。

・事業の早い段階から住民や関係者との連携・調整をおこない、事業の効率的な進捗を目指す。
・丁寧な説明により事業の理解を求めるとともに、事業の円滑な進捗を図る観点から必要に応じ土地収用制度を活用する。

「目的」の達成に
向けた取組による

改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と

なっている点

上記①（課題）が
発生している

原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の

方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値


